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エグゼクティブサマリー Executive Summary 
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ETSI: 規格解説: 規格案 ETSI EN 301 489-1 V2.2.1 パート 1: 電磁両立性規

格(1/2) 
 規格案 ETSI EN 301 489-1 V2.2.1 (2019-03)「無線機器およびサービスの電磁適合性(EMC)規格; 

パート 1：共通の技術要件; 電磁両立性に関する整合化規格」 本整合化欧州規格案は、EN 承

認させる手順において公開意見募集及び投票の組み合わせフェーズの最中にある。 

 (1 範囲) 本書は、電磁両立性(EMC)に関して、無線機器および関連する補助機器（放送受信機

を除く）の測定方法と技術的特性を規定する。 

 (6 性能判断基準) 性能判断基準は、無線機器がイミュニティ試験に合格か不合格かを決定

するために使用される。本規格では、性能基準の 2 つのカテゴリが適用される。 

 (7 適用表) 試験対象の無線および/または関連する補助機器に対して各種 EMC 試験を適用す

べきかどうかは、機器のタイプによって変わって来る。表 1、及び表 2 に、無線および/また

は関連する補助機器に適用すべき EMC 試験をリストアップしている。 

 

UNECE: 車両規制整合化のための世界フォーラム第 178回セッション報告書

(2/3) 
 型式承認文書の交換のための電子データベース（DETA）が型式承認文書の交換に運用可能な

状況に至ったことが報告された。更なる開発が必要である。 

 高度緊急ブレーキシステム（AEBS）に関するモータ車両の承認に関する統一規定についての

新しい国連規制の提案が検討された。OICA は、提案を完全には支持していない。 

 GRVA の下での自動化/自律車両に関する枠組み文書の作成に対して、多くの契約当事者およ

び利害関係者からの貢献に日本の代表は感謝を表明した。 

 国連 GTR No. 15 に対する、及び国連 GTR No. 15（全世界整合化軽車両試験手順（WLTP））

の修正案 1、2、3、4 に対する、正誤表の提案が採択された。 

 

国際テーマ: マレーシア: 電気機器の認可に関するガイドライン第 6 版[2018
年](1/9) 
 電気機器の認可に関するガイドライン（1994 年電気規制） 第 6 版[2018 年]の内容を全 9

回で紹介する。電気機器をマレーシアに出荷する際のガイドラインである。 

 

USA: FCC: 現行の無線周波曝露安全基準の維持及び適合性判定の統一規則を

提案 
 

EU: 新しい欧州規制（EU）2019/1020 を発行: 市場監視と製品の適合遵守を

強化 
 欧州代理人の役割を拡大、規定する: - 欧州代理人が EU / EEA 内に設立され、適合性を証明す

る文書に責任を持ち、連絡先の詳細を、製品上、または製品に添付して明示する。 - オンラ

インショッピングにも同じ規則が適用される。 

 国境での税関の役割の拡大/規定: - CE マーキングや欧州代理人の識別など、正しく表示または

ラベリングされていない製品を停止する。 

 

EU: RED: スマホからの緊急時通信: ガリレオシステムと互換性を持たせ発

信者位置を特定 
 モバイルデバイスからの緊急通信により発信者の位置を確認するための、指令 2014/53/EU(い

わゆる RED 指令)の条項 3(3)(g)に記載されている必須要件の適用に関する、欧州議会及び理

事会の 2018 年 12 月 12 日の欧州委員会委任規制(EU) 2019/320 が、発行された。 
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社長の独り言 
 

 

 

2019 年 8 月 14 日 

濱口慶一 

 

お盆休み中にこの原稿を書いていますが、ちょうど台風 10 号が四国、九州から本州を襲っていきまし

た。この台風に休み中の予定をかなり乱された方もあると思いますが、皆様お変わりなくお過ごしで

しょうか？ 

 

趣味の日本蜜蜂の養蜂ですが、今年は日本蜜蜂にとって伊勢地方が住みやすい気候だった（？）のか、

梅雨期に必ず発生する子だし現象（子供を成長しない内に巣の外側に出して殺してしまう現象）や、

アカリンダニの発生も今のところなく、順調に野山の蜜を集めて来てくれています。プロの方に、「小

さな蜜蜂が飛び回って、その一生にスプーン一杯の蜜も集められないのを、人間が横取りするのは何

か忍びなく、採蜜しないのです。」とプロの方に話したところ、「採蜜しないと蜂は必ず逃亡しますよ。」

と忠告されました。今年は逃げられないことを願い、来年に採蜜しようと思っています。6 群いるの

で、たくさんの百花蜜が取れそうです。 

 

さて、今まで名古屋にてコスモス塾というセミナーを開催していましたが、東京でも開催しようとお

盆前に参加者の募集を開始したところ、2 日で満席となりました。有り難いことです。このお盆休み

の間、今回の東京でのセミナーの参加者の多かったのは一体なぜだろうと、色々な情報の分析や、今

までの個人的な経験などを整理しながら何故だろうと考えています（技術的に関心をお持ちのテーマ

であったかもしれません）。今後は東京や名古屋だけでなく、セミナー会場を増やしていくと同時にお

客様の関心あるテーマ選定も考えていきたいと思っています。認証機関である弊社にとって、種々の

規格の解釈などを特定のお客様に教示することは「コンサルタント業務」にあたるため、多くのお客

様が集まる中で規格の解釈を皆様と考えていきたいと思っています。 

 

製品安全も最新技術での対応が求められています。製品技術の側面とその考え方について、私たちは

「より安心、安全を求める」という考え方を基本としています。技術の進歩により、製品規格のレベ

ルでは対応できないことが想定され、リスクアセスメントで製品安全の妥当性を評価する方向になっ

てきていると感じています。従って「より安心、安全の方向で」判断する必要があります。セミナー

を通じて安全の哲学についてもふれていき、コスモス塾をさらに発展させたいと考えています。 

 

この「社長の独り言」の読者でコスモス塾に参加を予定している方がいらっしゃいましたら、講師が

困るような難度の高い質問をぶつけてやって下さい。規格のどこにも書いてないのでｘｘｘｘですと

いうような回答をしたなら、少々いじわるな質問になっても、なぜそうなるのかと突っ込みを入れて

欲しいと思います。「より安心、安全を求める」という方針で考えれば、規格書に規定されていなくて

も「より安心、安全」になるような、明確な回答が出るはずです。これが私の製品安全への姿勢です

ので、コスモスのスタッフは骨身にしみていると信じています。 

 

産休で休暇中のある女子スタッフから、お子さんが成長して、近くの保育所に預けられる環境がある

ということで、職場復帰を申し出てくれました。力量は十分と思いますので、彼女にサポートしても

らいながら、製品安全の参考書を作りたいと思っています。参考書を熟読いただき、「より安心、安全

の方向で」判断いただくことにより、IEC 60950-1、IEC 60335-1、IEC 60065-1、IEC 61010-1、IEC 

60601-1、IEC 62368-1 などの規格に対応するための助けとなればと思い、企画しているところです。 

 

製品安全評価の業界に置いていただいて約 40 年になります。弊社の顧問として活動している方々以

外に、業界に 40 年以上いる方が少なくなりました。規格が新しく改定されつつある中にあっても、「温

故知新」として必ず、私の経験したことを可能な限り組み込み、皆様にオープンにしていきたいと思

いますので、その際は宜しくお願い申し上げます 
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本誌の記事が正確であるよう最大の努力を払っておりますが、間違いが含まれていることがあるかもし
れません。本情報をご使用になられる場合はご自身でもう一度ご確認ください。 
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